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補償光学眼底カメラによる網膜中心動脈閉塞症の観察
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　補償光学 Adaptive optics（AO）とは，元来天文学分野
において発達した技術である．大気中の揺らぎによって発
生する光の歪み，すなわち波面収差を補正し，より鮮明な
天体画像を得るために開発された．この技術を眼科的に応
用し，眼底カメラに加えたものが補償光学眼底カメラであ
る．通常の眼底カメラの水平解像度は 15 から 20 μm 程度
であるが，補償光学眼底カメラは 2 から 4 μm と詳細な生
体内網膜観察を可能にする．眼科分野では，AO 技術は眼
底カメラのみならず，走査レーザー検眼鏡（SLO），光干渉

断層計（OCT）にも用いられ，臨床あるいは研究目的に使
用されている．
　AO 眼底カメラで最も研究が進んだ分野は錐体細胞の解
析であるが，網膜の他の微細構造の観察も可能である1）．網
膜動脈の血管壁の厚さが測定できることから，高血圧など
全身疾患との関連についても研究報告がされている．血管
壁厚と血管径の比（wall to lumen ratio，WLR）と高血圧
症との相関があることが報告されている2）．
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　写真に健常者の網膜動静脈の写真（図 1）と網膜中心動
脈閉塞症を発症した症例（図 2）を示す．健常者では動脈
壁と血管内腔が明瞭に観察される．閉塞を起こした部分で
は動脈壁の肥厚，血管内腔の閉塞状態が観察される．

　他の糖尿病やぶどう膜炎など全身症状に伴う血管の変化
に対する観察の報告もあり3），AO を用いたより詳細な生体
内微細構造の解明と臨床応用が期待されている．

図 1　正常網膜動静脈．29 歳女性（scale bar 100 micron） 図2　網膜中心動脈閉塞症．70歳男性（scale bar 100 micron）
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